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WM4C コネクタ用コンタクトピン圧着工具： CTF PV WM4  

本取扱説明書は、以下の製品に対するものです。内容を良くお読みの上、正しくご使用ください。 

 

製品型式 

型式 （品番） 全長  重量 圧着能力：   

CTF PV WM4 (1222870000)  250 mm 745g 2.5 mm² ～ 6 mm²    

    コンタクトピン(ソケット)： BUKO WM4C BT (1530670000) 

     BUKO WM4C RL (1530770000) 

    コンタクトピン(プラグ)： SFKO WM4C BT (1530680000) 

     SFKO WM4C RL (1530780000) 

【 使用方法 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

  

 

5. ハンドル・ロックの解除： 

圧着途中でハンドルがロックしてしまった場合や、圧着作業を終了

したい場合は、左図のラチェットリリース・レバーをドライバーなど

で、解除することにより、ロックを解除することができます。 

1. ロケータのセット： 

ロケータを「WM4」にセットします。ロケータをスライドさせ、ガイドの 

白い印が「WM4」に来るようにセットします。 

※ロケータは「WM4」と「MC4」がございます。上記コンタクトピンを使

用の際は「WM4」のみ使用します 

2. コンタクトピンのセット：  

コンタクトピンをセットするため、下に下がっているロケータを 

手で押し上げます。これで圧着部が現れます。 

コンタクトピンを圧着部(6/4mm2用)に挿入します。 

※圧着部は電線サイズ：2.5mm2用と 6/4mm2用がございます。 

上記コンタクトピンを使用の際は 6/4mm2用のみ使用します 

3. 圧着作業：  

コンタクトピンの電線圧着部に被覆を剥いた電線をセットし、ハンドルを

ラチェットが解除されるまで握ります。 

4. 圧着完了： 

ハンドルがリリースされれば圧着完了です。電線を引っ張り、しっかりと

圧着されていることを確認してください。 

5. ハンドル・ロックの解除： 

圧着途中でハンドルがロックしてしまった場合や圧着作業を終了したい

場合は、左図のラチェットリリース・レバーをドライバーなどで解除する 

ことにより、ロックを解除することができます。 
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